「汽水域環境改変」研究プロジェクトの紹介

—中海本庄水域の環境モニタリング−

島大太郎（〒690-8504島根県松江市西川津町1060島根大学汽水域研究センター）・

島大次郎（島根大・総理）・島大花子（島根大・生資）・島大三郎（島根大・汽水セ）
tarou@soc.shimane-u.ac.jp
　島根県から鳥取県にまたがる斐伊川水系河口域には，日本を代表する汽水湖である宍道湖・中海が分布する．そのような汽水湖（海跡湖）は，人類の生活圏に分布していることから，常に人為的な改変を受けている．本発表では，本庄水域に関連した環境変化に特化して，現状と課題について考えていきたい．
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森山堤の潮通し直前と半月後の塩分プロファイルと底層の溶存酸素量
キーワード：汽水域，本庄水域，貧酸素水塊
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